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 1 章と 2 章までは序論、3 章から 5 章までが本論、6 章が結論である。 
 3 章で、ウチナーヤマトゥグチにおいて〈標準語と異なる〉語彙・文法項目にはどん
なものがあるかを、具体例を挙げて説明する。 
 4 章で、〈標準語と異なる〉項目を、その起源と変化の過程に着目して分類を行う。 
 5 章で、会話資料をもとに量的分析を行う。まず、会話全体を 100％とし、その中で
〈標準語と異なる〉項目が何％あるかを算出する。次に、〈標準語と異なる〉項目を100％































































































































































表 3-1 資料(1)、(2)の概要 
 資料(1) 資料(2) 
時間 約 20 分 約 22 分 
話者数 5 人 2 人 
話者の性別 男性 4 人、女性 1 人 男性 
話者の年齢 33 歳、34 歳(同学年) 25 歳 
話者同士の関係 高校の同級生・仕事仲間 中学の同級生・友人 













































表 3-2 一人称・二人称代名詞の沖縄方言と標準語の対応表 
（沖縄方言は内間・野原（2006）より） 












沖縄方言 ッヤーガ ッヤー イッターガ イッター 





げられているものを表 2-3 に示す。 
 
表 3-3 会話資料(1)、(2)に見られた人称代名詞など 
 会話資料(1)(2) 大城・尚（2007） 
一人称単数形 僕 俺 わたし いーずー(名前) うち 自分 わん わ  ー




二人称単数形 お前 や  ー あんた や  ー



































中で、人称代名詞が体言を修飾しているものを表 2-4 に示す。 
 














一人称 単数形 僕の話 俺の所 わたしの仕掛け  
複数形 なし 
二人称 単数形 やーの勘違い あんたのおうち 
複数形 あんたたちの物 





一人称 単数 なし 




二人称 単数 なし 
複数形 なし 




















これは 太郎 手紙だよ。 〈これは太郎の手紙だよ。〉 
 先生 かばんは おもたい。 〈先生のかばんは重たい。〉 
あんただち おとーさんは どこに いるね。 























★表 3-5 会話資料協力者への代名詞の質問とその判断 
 人称 ――の部分 判断 
代名詞単数形＋体言 一人称 俺学校 × 
わん学校 × 
わー学校 × 
二人称 やー学校 × 
お前学校 × 
三人称 あいつ学校 × 





三人称 あいつなんかの学校 〇 
あいつたちの学校 〇 
代名詞複数形＋体言 一人称 俺たちの学校 〇 
俺たち学校 〇 
二人称 お前なんか学校 〇 
お前たち学校 〇 
やったー学校 〇 















表 3-6 代名詞が体言を修飾する際の格助詞の有無 
〇＝格助詞あり ×＝格助詞なし 





単数形 × × 〇 〇 













































沖縄方言 ッヤーガ ッヤー イッターガ イッター 
ウチナー 
ヤマトゥグチ 
やーが やーの やったーが 
やったー 
やったーの 


























たものが表 3-8 である。 
 
表 3-8 高江洲(1994)の分類と例、下線部は筆者が追加したもの 
分類 例 




































































      能力可能(九州方言)      能力可能(ウチナーヤマトゥグチ) 
〈肯定形〉 kaki/kir/u    →      kaki/kir/e/ru 





   辞書形(ウチナーヤマトゥグチ)    状況可能(ウチナーヤマトゥグチ) 
〈肯定形〉 kak/u       →      kak/e/ru 












ると表 3-9 のようになる。 
 
表 3-9 ウチナーヤマトゥグチの能力可能表現「きれる」の成立過程の仮説 
 起点変種 変化の過程 
仮説① 標準語「きれる」 意味拡張（範囲に到達→能力可能） 
仮説② 九州方言「キル」 形式変化 
kaki/kir/u   → kaki/kir/e/ru 






kaki/kir/u   → kaki/kir/e/ru 






























































表 4-1 ウチナーヤマトゥグチの文法・語彙項目の起源・変化の過程による分類 
 意味・用法の変化 形式の変化 変化なし 
沖縄方言 A B C 
標準語 D E F 
九州方言 G H I 







































































現在・未来 おいしい きれい(だ) きれい(だ) 
現在(否定) おいしくない きれくない きれいじゃない 
過去 おいしかった きれかった きれいだった 






















ウチナーヤマトゥグチの「はず」の沖縄方言・標準語との比較を表 4-4 に示す。 
 
表 4-4 ウチナーヤマトゥグチの「はず」の沖縄方言・標準語との比較 














 本章で行った分類をまとめると、表 4-5 のようになる。 
 
表 4-5 ウチナーヤマトゥグチの項目の起源と変化の過程に着目した分類 
起点言
語 
起点言語 タイプ（変化の過程） 項目 
一つ 
 
沖縄方言 A 型（沖縄方言→意味・用法変化） ばー しま 





標準語 C 型（沖縄方言→変化なし） ごーやー わった  ー
わったー(学校) 
D 型（標準語→意味・用法変化） ないち 一応 
あっちそっちこっち 











































































 例（訂正前） 例（訂正後） 
スーパーや施設などの固有名詞 国／ステーキ 国ステーキ 
動詞・形容詞の現在形 行く 行／く 
あいづちの繰り返し うん／うん／うん うんうんうん 
はい／はい／はい はいはいはい 


















表 5-2 会話資料(1)、(2)の全体に占める〈標準語と異なる〉部分の割合 
 全体 〈標準語と異なる〉部分(%) 
資料(1) 4159 231(5.6) 
資料(2) 3658 217(5.9) 













表 5-3 資料(1)と(2)の概要(再掲) 
 資料(1) 資料(2) 
時間 約 20 分 約 22 分 
話者数 5 人 2 人 
話者の性別 男性 4 人、女性 1 人 男性 
話者の年齢 33 歳、34 歳(同学年) 25 歳 
話者同士の関係 高校の同級生・仕事仲間 中学の同級生・友人 



















































まず、異なり語数と延べ語数で多かった品詞を図 5-2 に示す。 
 
  
















表 5-4 資料(1)、(2)で見られた文末詞とその回数 
























































表 5-5 資料(1)、(2)の〈標準語と異なる〉項目の起点言語別割合 
 異なり語数(％) 延べ語数 
沖縄方言 27(39) 117(32) 
標準語 23(33) 119(32) 
沖縄方言・標準語 16(23) 130(35) 
沖縄方言・九州方言 1(01) 2(01) 
標準語・九州方言 1(01) 1(01) 
英語 1(01) 2(01) 
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行 【誤】 【正】 










3 3 16 平仮名で記述する。 平仮名と漢字で記述する。 
4 3 25 発生した、 発生した。 





6 4 20 沖縄方言の 沖縄方言の影響が強いと考え
られる。 




8 6 5 歴史の研究には、 歴史の研究を行い、 
9 9 7 表 2-2 表 3-2 
10 10 12 表 2-3 表 3-3 
11 10 21 表 2-3 表 3-3 
12 11 25 表 2-4 表 3-4 
13 12 24 表 2-4 表 3-4 
14 14 1 ★表 3-5 表 3-5 
15 15 21 例★ 例文 3-1 
16 19 4 ★ 例文 3-3 








18 24 2 ★ 例文 4-1 
19 25 25 ★ 例文 4-2 
20 36 1 起点言語別割合 起点変種別割合 
21 36 6 1(01) 1(1) 
22 36 6 2(01) 2(0.1) 
23 36 7 1(01) 1(1) 
24 36 7 1(01) 1(0.04) 
25 36 8 1(01) 1(1) 
26 36 8 2(01) 2(0.1) 
27 36 10 35％ 33% 
28 36 11 2% 1% 
29 36 12 31% 32% 
30 36 14 項目が 1％、英語が起源の項目が
1％であった。 
項目が 0.1％、英語が起源の項
目が 0.1％であった。 
